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台湾 XPEC 社に関する報道と当社業績への影響について 

当社の資本業務提携先であるXPEC Entertainment Inc.（以下、「XPEC」社といいます。）に関して、百尺竿頭數

位娛樂有限公司（以下、「百尺社」といいます。）によるXPEC社に対する公開買付の中止とそれに関連する様々な

報道が台湾国内でなされており、その結果、XPEC社の株価が下落しております。 

現時点において、公開買付の中止に関するXPEC社、百尺社及び台湾金融当局の対応に関する詳細は明らかにな

っておりませんが、当社の保有するXPEC社株式の株価下落に伴い、財政状態並びに経営成績に影響を与える可能

性のある事象が発生いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．事実の概要 

台湾証券取引所の公開資訊觀測站（Market Observation Post System）及び台湾金融監督管理委員會におい

て開示されている情報によると、以下のとおりとなります。 

・ XPEC社は、100％日本資本の企業である百尺社より平成28年５月31日付において公開買付（１株につ

き128台湾ドル、取得予定株式数3,800万株（公開株式の25.71%）が対象）の提案を受けた。 

・ ７月22日付で台湾経済部投資審議委員会により公開買付が認可された。 

・ ８月22日付で公開買付期間が８月31日まで延長された。 

・ ８月30日付で百尺社による公開買付が中止された。 

また、台湾のThe China Postの８月31日付ニュースでは、８月22日付で公表された公開買付期間の延長

によりXPEC社の株価が公開買付価格を大きく下回って推移したことが理由で、公開買付が中止されたと報じ

てられております。また、公開買付が中止となった８月31日以降においてもXPEC社の株価下落が続いており、

その結果、本日現在において、当社が保有するXPEC社株式の下落率が50%超となっております。 

２．業績に与える影響 

現時点では、平成28年９月期決算における処理については確定しておりませんが、今後の動向によっては、

以下の項目について、影響が発生する可能性があります。 

（１）投資有価証券 

当社はXPEC社の株式（1,680,000株）を保有しており、平成28年８月末時点における簿価は約176百万

台湾ドル（１台湾ドルを平成28年８月31日現在の外国為替終値3.25円にて換算した金額は573百万円）、

平成28年９月13日時点における時価は約66百万台湾ドル（１台湾ドルを平成28年９月13日現在の外国

為替終値3.21円で換算した金額は約211百万円）となりますが、今後のXPEC社の株価の動向によっては、

評価損が発生する可能性があります。 
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（２）業務提携 

当社は、平成28年４月25日付にて締結したXPEC社との資本業務提携契約に基づき、具体的な業務提携

内容について検討を進めております。現時点におきまして、今回の公開買付の中止に伴う影響はありませ

んが、動向を注視するとともに、必要な対応を進めてまいります。 

 

３．今後の見通し 

上述の通り、本件による、当社の平成 28 年９月期業績への影響は、現時点で確定しておりませんが、影響

が確定した場合には速やかにお知らせいたします。 

 

 

以 上 

 


